



































とめた論文「On the Chemical Components of 
Green Tea（緑茶の化学成分について）」により、
昭和７（1932）年に農学博士の学位を取得しました。
　カテキンには、抗酸化作用、抗菌作用などが
あり、現在、これを用いた特定保健用食品、消
臭剤等多くの商品が販売されています。
●紅花の色素
　黒田チカは、昭和４（1929）年に論文「カーサ
ミンの構造決定」により、理学博士の学位を取
得しました。カーサミンは紅花の色素で、この
色素の結晶が得られるまでに、黒田は研究開始
から５年の歳月を費やしました。
　現在、紅花の色素は、染物のほか、口紅、食
品の着色料などに用いられています。
●ビタミンB2
　丹下ウメは、ビタミンB2の栄養学的・病理学
的研究を行い、昭和15（1940）年に「ビタミンB2
複合体の研究」で、農学博士の学位を取得しま
した。
　ビタミンB2は、代謝を促し、皮膚や粘膜を維
持する働きがある水溶性ビタミンです。現在、
口内炎やニキビの薬に配合されているほか、鮮
やかな黄色をしているため、着色料にも用いら
れています。
カテキンの分子式
ビタミンB2の分子式
カーサミンの分子式
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